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1．緒言	Comment by 作成者: 「はじめに」でも可．
章に相当する大見出しは行の中央に書く．
番号の後にはピリオドをつける．
番号含め太字．


○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○1)．	Comment by 作成者: 文献番号は上付き．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○2-4)．	Comment by 作成者: 文献番号が続く場合はハイフン(‐)でつなぐ．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○1,5-7)．	Comment by 作成者: 文献番号が続かない場合はカンマ(,)で区切る．


2．実験方法

2.1　××××××	Comment by 作成者: 節及び項に相当する小見出しは本文と行を合わせて書く．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

 (Eq. 1)	Comment by 作成者: 文章と同じ行中にない数式では分数に斜線(/)をなるべく使わない．

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○をFig. 1に示す．	Comment by 作成者: 右端欄外に図表掲載箇所を指定．Fig. 1

Figure 2は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．Fig. 2


2.2　△△△△△△Table 1

Table 1は，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．


3．実験結果および考察	Comment by 作成者: 実験結果と考察を分けても可．

3.1　××××××
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

3.2　△△△△△△
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．




4．結論	Comment by 作成者: 「まとめ」でも可．

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
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Table


Table 1 Conditions of thermal spraying and fusing by 
(a) C3H6-HVOF and (b) H2-HVOF.

	(a) Hardware: Sulzer Metco, DJ2700
Gas flow, L/min [normal]

	C3H6
	O2
	Air

	77
	127-253
	375-463



	(b) Hardware: Sulzer Metco, DJ2600
Gas flow, L/min [normal]

	H2
	O2
	Air

	717
	147
	438








Figure captions

Fig. 1 Schematic diagram of the experimental apparatus.

Fig. 2 Relationship between the relative XXX and YYY.

Fig. 3 Cross-sectional SEM images of the XXX film on the YYY substrate: a) RRR and b) QQQQ.
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ただし，(5)寄書，(6)総説，(7)展望，(8)講座，解説に関しては，英文を推奨する．
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自動的に生成された説明]	Comment by 作成者: 画像データはjpg形式とする．写真の場合300dpi以上で，線画の場合は700dpi以上（1200dpiが最適）の解像度を有すること．
Fig. 1 Schematic diagram of the experimental apparatus.	Comment by 作成者: Mater. Trans.の執筆要綱に準じる．

図表中の文字は，英単語・英文を基本とする．
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	執　筆　要　綱
	2.1（5）
	☐
	4.3 SI単位
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	1 一般的な注意
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	4.4 SI単位の注意
	

	1.1 原稿
	☐
	2.1（8）
	☐
	4.4（1）
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	1.2 原稿表紙
	☐
	2.1（9）
	☐
	4.4（2）
	☐

	1.3 論文の構成
	☐
	2.1（10）
	☐
	4.4（3）
	☐

	1.4 表題
	☐
	2.1（11）
	☐
	備　考

	1.5 論文内容
	☐
	2.2 図表の書き方
	☐
	

	1.6 内容構成
	☐
	2.2（1）
	☐
	

	1.7 見出し
	☐
	2.2（2）
	☐
	

	1.8 緒言
	☐
	2.2（3）
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	1.9 図表
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	2.2（4）
	☐
	

	1.10 結論
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	「未投稿原稿であること」，且つ「著作権の譲渡が必要であること」の確認※

1. 本原稿は著者の原著であり，一般に公表（配布または販売）されている刊行物に未投稿である。
2. 本原稿は本会以外の他の団体などへ著作権を委譲していない。また，日本溶射学会誌「溶射」に掲載決定後は，責任著者が共著者全員からの委任を得て，本原稿の著作権（図表等を含む）を日本溶射学会に譲渡することを承諾する。
3. 本原稿の内容に関しては，著者（ら）が一切の責任を負う。


☐ 上記３項目の内容に同意いただける場合は，左のチェックボックスにチェック☑を入れて下さい。

2021年4月28日　責任著者の氏名：　溶射　太郎

※掲載決定後に，別途「著作権譲渡契約書」のご提出をお願いします。
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